
会議録要旨 

（１）会議の名称 平成３１年度(第２回)国民健康保険運営協議会 

（２）開催日時 平成３１年２月２８日（木）１９：３０～２１：００ 

（３）開催場所 あわら市役所 ２０３会議室 

（４）出席委員氏名  
白越 不朝 委員、林 明美 委員、佐々木 誠三 委員、真杉 智枝美 委員 

西野 暢 委員、池田 美由 委員、赤尾 政治 委員、北浦 博憲 委員 

徳丸 敏郎 委員、大井 尚美 委員（計１０人） 

（５）欠席委員氏名 坂野 彰 委員、坂井 寿範 委員（計２人） 

（６）出席所管課職員 杉本 市民生活部長 

【市民課】 

内田(課長)、矢部(課長補佐)、髙橋(主査)、朝日（保健師） 

【税務課】 

 青池(課長) 

【収納推進課】 

 堀江(課長) 

（７）傍聴人 なし 

（８）会議議題 
（１）平成３０年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算(案)について 

（２）平成３１年度あわら市国民健康保険税税率改定(案)について 

（３）平成３１年度あわら市国民健康保険特別会計予算(案)について 

（４）第２期あわら市国民健康保険保健事業実施計画(案)について 

（９）配付資料 ・国民健康保険運営協議会資料①、② 

（１０）会議内容の要旨 
（１）平成３０年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算(案)について 

委員   Ｃ型肝炎治療薬以外に高額な薬剤はあるか。 

事務局  白血病や骨髄腫の治療薬が高額で上がっているが、一定の人 

数である。オプジーボについては、今のところ１人いるかい 

ないかという状況である。 

 

（２）平成３１年度あわら市国民健康保険税税率改定（案）について 

委員   質疑なし 

 

（３）平成３１年度あわら市国民健康保険特別会計予算（案）について 

委員   ６ページのところ被保険者数が減となっている主な要因はあ



るのか。 

事務局   高齢化により７５歳以上の後期高齢者医療保険に移行してい 

ることや、その一方で若い年齢層の国保加入者が少ないこと 

が要因となっている。 

 

（４）第２期あわら市国民健康保険保健事業実施計画（案）について 

委員    特定健診受診者の中で異常が発見される率はどのくらいか。 

事務局   受診される方の高齢化が進んでおり、健診結果全てにおいて 

「異常なし」と判定される方は、数パーセントというのが現状。 

血糖値については、約半分ぐらいの方が要指導域に該当して 

いる。 

委員   その人たちの追跡調査はしているか。 

事務局  要精密検査の方については医療機関への受診を勧奨し、受診 

されたかどうかの確認もしているが、全員の確認については 

できていないのが現状である。ただ、特定保健指導の対象と 

して血糖値も高い、血圧も高い、コレステロールも高いメタ 

ボリックシンドローム該当者として国の基準に該当した方に 

ついては、なるべく全員フォローするように心掛けている。 

委員   計画の中で目標達成できなかったことが多いと感じたが、市 

     民にも周知した方がいいように思う。目標を達成した場合に、 

国からの助成金が増えるとかメリットとかについて周知する 

と受診者が増えるのではないか。 

事務局  広報等で周知していきたい。 

保険者努力支援制度において特定健診受診率が上がると交

付金がでる。他に国保税の収納率や国保財政が健全な運営状

況であるかなどが加点対象となっている。 

問題意識の低い人をいかに受診に結び付けるかが、今後の課

題である。 

委員   私も健診を受けているが、医師の診察に物足りなさを感じて 

いる。市の方で指定しているのか。 

事務局  健診業務については、業者に委託をしていて、業者の方で当 

日来ていただける医師の調整をしている。 

委員    医師への相談の時間は貴重な時間なので、できれば時間をか 

けて丁寧に対応して欲しい。 

事務局  確かに先生の言葉というのは重みがあるので、健診の業者に 

伝えていきたい。 

委員   健診を受けた時に、健診と治療は別になると言われた経験も 

ある。 

事務局  貴重なご意見として、業者には要望として伝えていく。 

 


